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＜概要＞ 

1.において，１号炉液体廃棄物処理系の２号炉との共用取止めを踏まえた，設

置許可基準規則の要求事項に対する２号炉における適合性を示す。 

2.において，設計基準対処施設について，１号炉液体廃棄物処理系の２号炉と

の共用取止めに伴う，設置許可基準規則及び技術基準規則の要求事項に対する２

号炉における適合性への影響について説明する。 



1. 基本方針

1.1 適合性の説明 

1.10 発電用原子炉設置変更許可申請に係る安全設計の方針 

1.10.1 発電用原子炉設置変更許可申請（平成 25 年 12 月 25 日申請）に係る実

用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準に関する規

則への適合 

（放射性廃棄物の処理施設） 

第二十七条 工場等には、次に掲げるところにより、通常運転時において放

射性廃棄物（実用炉規則第二条第二項第二号に規定する放射性廃棄物を

いう。以下同じ。）を処理する施設（安全施設に係るものに限る。以下こ

の条において同じ。）を設けなければならない。 

一 周辺監視区域の外の空気中及び周辺監視区域の境界における水中の

放射性物質の濃度を十分に低減できるよう、発電用原子炉施設におい

て発生する放射性廃棄物を処理する能力を有するものとすること。 

二 液体状の放射性廃棄物の処理に係るものにあっては、放射性物質を

処理する施設から液体状の放射性廃棄物が漏えいすることを防止し、

及び工場等外へ液体状の放射性廃棄物が漏えいすることを防止できる

ものとすること。 

三 固体状の放射性廃棄物の処理に係るものにあっては、放射性廃棄物

を処理する過程において放射性物質が散逸し難いものとすること。 

適合のための設計方針 

１ 一 について 

放射性気体廃棄物及び放射性液体廃棄物の処理施設は，周辺公衆の線量を合

理的に達成できる限り低く保つ設計とし，「発電用軽水型原子炉施設周辺の線

量目標値に関する指針」（昭和50年５月13日原子力安全委員会決定）において

定める線量目標値を達成できるように設計する。 

気体廃棄物の主なものである空気抽出器排ガスを活性炭式希ガス・ホールド

アップ塔に通し排ガス中の放射能を十分減衰させ，監視しながら排気筒から放

出する。 

また，他の排気については下記の対策を講じることにより，排気中の放射性

物質の低減を図った後，監視しながら排気筒から放出する。 

(1) タービン・グランドのシールには，グランド蒸気発生器の蒸気を使用し，

かつ，グランド蒸気発生器への給水には，復水貯蔵タンク水を使用するこ

とにより，グランド蒸気復水器の排ガス中の放射性物質を無視できる程度

とする。 
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(2) 原子炉の通常停止時には，原子炉出力及び圧力が低下した後にも，空気

抽出器の運転を続行して，その排ガスを活性炭式希ガス・ホールドアップ

塔等で処理することにより，原子炉の起動時に運転する真空ポンプ排ガス

中に含まれる放射性物質を低減する。 

(3) 汚染の可能性のある区域からの換気系の排気については，粒子用フィル

タで処理することにより，排気中に含まれる粒子状放射性物質を低減する。 

 

液体廃棄物処理系は液体廃棄物をその種類に応じろ過，脱塩，蒸発濃縮等適

切な処理を行う。機器ドレン系及び床ドレン・化学廃液系の処理済液は，原則

として環境に放出せず，できる限り再使用する。また，床ドレン・化学廃液系

の余剰水及びランドリ・ドレンは，あらかじめ放射性物質濃度が十分低いこと

を確認して復水器冷却水放水路へ放出する。 

なお，２号炉と共用することとしていた１号炉の機器ドレン系，床ドレン・

再生廃液系，シャワ・ドレン系は共用を取止めることとするが，２号炉の運用

に必要な容量及び処理能力を有する設備を２号炉において設置していること

並びに２号炉からシャワ・ドレン廃液は発生しない運用とすることから，液体

廃棄物の処理能力に影響はない。 

 

１ 二 について 

放射性液体廃棄物の処理施設は，これらの施設からの液体状の放射性物質の

漏えいの防止及び敷地外への管理されない放出を防止するため，次の各項を考

慮した設計とする。 

(1) 漏えいの発生を防止するため，処理施設には適切な材料を使用するとと

もに，適切な計測制御設備を設ける。 

(2) 放射性液体が漏えいした場合には，漏えいを早期に検出し，中央制御室

等に警報を発する。 

また，処理施設は独立した区画内に設けるか周辺にせき等を設け，漏え

いの拡大防止対策を講じる。 

(3) 建物外に通じる出入口等にはせき等を設け，建物外への漏えいを防止す

る。 

(4) 敷地外へ管理されない排水を排出する排水路上には施設内部の床面を

設けない。 

また，関連する施設内には管理されない排水路に通じる開口部を設けな

い。 
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2. １号炉液体廃棄物処理系の２号炉との共用取止めによる影響 

2.1 はじめに 

１号炉及び２号炉の液体廃棄物処理設備の運用の効率化を図るため，液体廃棄

物処理系を共用しているが，２号炉と共用していた１号炉の機器ドレン系，床ド

レン・再生廃液系，シャワ・ドレン系について，２号炉との共用を取止めること

から，共用取止めにより基準適合性への影響がないことを確認する。 

 

2.2 変更の概要 

２号炉の発電用原子炉設置変更許可申請（平成 25 年 12 月 25 日申請）に係る

基準適合性の説明として，以下のとおり変更する。 

 

（変更前） 

液体廃棄物の廃棄設備（液体廃棄物処理系）は，廃棄物の性状に応じて処理

するため，機器ドレン系（１号及び２号炉共用，既設），床ドレン・再生廃液

系（１号及び２号炉共用，既設），床ドレン・化学廃液系（１号及び２号炉共

用，既設），ランドリ・ドレン系（１号及び２号炉共用，既設），シャワ・ドレ

ン系（１号及び２号炉共用，既設）等で構成する。 

（変更後） 

１号炉の機器ドレン系，床ドレン・再生廃液系，シャワ・ドレン系の２号炉

との共用を取止める。（以下「共用取止め」という。） 

なお，２号炉の機器ドレン系，床ドレン・化学廃液系，ランドリ・ドレン系

については，引き続き１号炉と共用をする。 

 

2.3 基準適合性への影響 

(1) 共用取止めによる影響（関連条文：設置許可基準規則第 12 条） 

安全施設である液体廃棄物処理系設備の共用を取止めることから，発電用原

子炉施設の安全性を損なうことはなく，要求事項を満足しており，基準適合性

への影響はない。（第１，２表参照） 

 

(2) 共用取止めによる影響（関連条文：設置許可基準規則第 27 条） 

ａ．１号炉機器ドレン系の共用取止めによる影響 

２号炉で発生する機器ドレン廃液は，２号炉の機器ドレン系設備又は１号

炉の機器ドレン系設備で処理を行っていたが，共用取止めに伴い，２号炉の

機器ドレン系設備のみで処理する。平常運転時に２号炉で発生する機器ドレ

ン廃液の推定発生量は約 65m3/d であるが，２号炉の機器ドレン系設備は第

１表に示す容量を有しており，処理可能である。また，２号炉の機器ドレン

系設備は引き続き１号炉と共用を続けるが，１号炉の廃液については，１号

炉の機器ドレン系設備若しくは２号炉の廃液処理を優先したうえで，２号炉

の機器ドレン系設備の裕度の範囲で処理する。従って，１号炉の機器ドレン
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系設備の共用を取止めることによる，液体廃棄物の処理能力に影響はない。

（第１～４表，第１，２図参照） 

なお，機器ドレン系設備は，液体状の放射性物質の漏えいの防止及び敷地

外への管理されない放出を防止することを考慮した設計としており，設備の

変更はないことから共用取止めによる影響はない。（第２，３表参照） 

ｂ．１号炉床ドレン・再生廃液系の共用取止めによる影響 

２号炉で発生する床ドレン・化学廃液は，２号炉の床ドレン・化学廃液系
※設備又は１号炉の床ドレン・再生廃液系※設備で処理を行っていたが，共用

取止めに伴い，２号炉の床ドレン・化学廃液系設備のみで処理する。平常運

転時に２号炉で発生する床ドレン・化学廃液の推定発生量は約 30m3/d であ

るが，２号炉の床ドレン・化学廃液系設備は第１表に示す容量を有しており，

処理可能である。また，２号炉の床ドレン・化学廃液系設備は引き続き１号

炉と共用を続けるが，１号炉の廃液については，１号炉の床ドレン・再生廃

液系設備若しくは２号炉の廃液処理を優先したうえで，２号炉の床ドレン・

化学廃液系設備の裕度の範囲で処理する。従って，１号炉の床ドレン・再生

廃液系の共用を取止めることによる，液体廃棄物の処理能力に影響はない。

（第１～４表，第１，２図参照）

また，１号炉の床ドレン・再生廃液系設備及び２号炉の床ドレン・化学廃

液系設備は，液体状の放射性物質の漏えいの防止及び敷地外への管理されな

い放出を防止することを考慮した設計としており，設備の変更はないことか

ら，共用取止めによる影響はない。（第２，３表参照） 

なお，サイトバンカ設備（１号，２号及び３号炉共用，既設）で発生する

床ドレン廃液は，これまで１号炉の廃液中和タンクを移送先とし，１号炉の

床ドレン・再生廃液系設備又は２号炉の床ドレン・化学廃液系設備により処

理してきたが，移送先を２号炉の床ドレン・タンクに変更し，２号炉の床ド

レン・化学廃液系設備による処理に見直す。サイトバンカ設備から発生する

床ドレン廃液は少量（最大発生量（実績）：約 2.5m3/d）であり，２号炉から

発生する廃液（推定発生量：約 30m3/d）に加えても２号炉床ドレン・化学廃

液系設備で十分に処理できる。従って，共用取止めによる影響はない。

※：１号炉の床ドレン・再生廃液系及び２号炉の床ドレン・化学廃液系は共に「導

電率が高く脱塩処理に適さない原子炉建物，ドライウェル，タービン建物及

び廃棄物処理建物等の床ドレン・サンプに集めた床ドレン廃液，脱塩器の樹

脂再生等で発生する化学廃液，機器の除染廃液等」を処理する系統。 

ｃ．１号炉シャワ・ドレン系の共用取止めによる影響 

１号炉のシャワ・ドレン系設備は，１号炉のチラードレン及び１，２号炉

の管理区域退域時の手洗い時等に発生するシャワ・ドレン廃液を処理する設
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備であり，これまで２号炉と共用していたが，管理区域退域時の手洗い運用

を既に廃止しており，今後，２号炉からシャワ・ドレン廃液は発生しないこ

とから，１号炉のシャワ・ドレン系の共用を取止めることによる影響はない。

（第２～４表，第１，２図参照） 

以 上 
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第１表 ２号炉液体廃棄物処理系基本仕様 

 

1. 機器ドレン系 

種類 基数 容量 

機器ドレン・タンク ２ 約 160m3/基 

ろ過脱塩器 １ 約 70m3/h 

脱塩器 １ 約 70m3/h 

機器ドレン処理水タンク １ 約 160m3 

 

2. 床ドレン・化学廃液系 

種類 基数 容量 

床ドレン・タンク ２ 約 100m3/基 

化学廃液タンク １ 約 100m3 

濃縮器（床ドレン用） ２ 約 4.5m3/h/基 

濃縮器（化学廃液用） １ 約 3m3/h 

凝縮水受タンク １ 約 100m3 

ろ過脱塩器 １ 約 40m3/h 

脱塩器 １ 約 40m3/h 

処理水タンク １ 約 100m3 

 

3. ランドリ・ドレン系 

種類 基数 容量 

ランドリ・ドレン収集タンク ２ 約 30m3/基 

濃縮器 １ 約 1.7m3/h 

ランドリ・ドレン・サンプル・タンク ２ 約 30m3/基 

脱塩器 １ 約 12m3/h 

ろ過器 １ 約 10m3/h 

ランドリ・ドレン・タンク ２ 約 30m3/基 
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そ
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附
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用
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止

め
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す

る
確

認
結

果
 

（
安
全
施

設
）

 

第
十

二
条

 
安

全
施

設
は

、
そ

の
安

全
機

能
の

重
要

度
に
応

じ
て

、
安

全
機

能
が
確

保
さ
れ

た
も
の
で

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 

［
第

２
項

～
第

６
項

 
省

略
］

 

 ７
 

安
全
施

設
（
重

要
安

全
施

設
を

除
く

。
）

は
、

二
以
上

の
発

電
用

原
子

炉
施
設

と
共
用

し
、

又
は
相

互
に

接
続

す
る

場
合

に
は

、
発

電
用

原
子

炉
施

設
の

安
全

性
を

損
な
わ

な
い

も
の
で
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

      第
７

項
に
つ

い
て
，

１
号
炉

の
液

体
廃

棄
物

処
理

系
設

備
の

共
用

を
取

止
め

る
こ

と
か

ら
，

安
全

施
設
の

安
全
性

を
損
な

う
こ

と
は

な
く

，
要

求
事

項
を

満
足

し
て

お
り

，
第

７
項

の
基

準
へ
の
適

合
性
に

影
響
を

及
ぼ

さ
な

い
。

 

（
放
射
性

廃
棄
物

の
処

理
施

設
）

 

第
二

十
七
条

 
工
場

等
に

は
、

次
に

掲
げ

る
と

こ
ろ

に
よ
り

、
通

常
運

転
時

に
お
い

て
放
射

性
廃

棄
物
（

実
用

炉
規

則
第

二
条

第
二

項
第

二
号

に
規

定
す

る
放

射
性

廃
棄

物
を
い

う
。

以
下

同
じ
。

）
を

処
理

す
る

施
設

（
安

全
施

設
に

係
る

も
の

に
限

る
。

以
下

こ
の
条

に
お

い
て
同
じ

。
）
を

設
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 一
 

周
辺
監

視
区
域

の
外

の
空

気
中

及
び

周
辺

監
視

区
域
の

境
界

に
お

け
る

水
中
の

放
射
性

物
質

の
濃
度

を
十

分
に

低
減

で
き

る
よ

う
、

発
電

用
原

子
炉

施
設

に
お

い
て

発
生
す

る
放

射
性
廃
棄

物
を
処

理
す

る
能

力
を

有
す

る
も

の
と

す
る
こ

と
。

 

  

      第
一

号
に
つ

い
て
，

１
号
炉

の
液

体
廃

棄
物

処
理

系
設

備
は

共
用

を
取

止
め

る
が

，
２

号
炉

の
運

用
に
必

要
な
容

量
を
有

す
る

設
備

を
２

号
炉

に
お

い
て

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
液

体
廃

棄
物
の

処
理
能

力
に
影

響
は

な
く

，
第

一
号

へ
の

適
合

性
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

（
第

１
図
参
照

）
。
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処

理
に

係
る

も
の

に
あ
っ

て
は

、
放

射
性

物
質
を

処
理
す

る
施

設
か
ら

液
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物

が
漏

え
い

す
る

こ
と

を
防

止
し

、
及

び
工
場

等
外

へ
液
体
状

の
放
射

性
廃

棄
物

が
漏

え
い

す
る

こ
と

を
防
止

で
き
る

も
の
と

す
る
こ

と
。

 

三
 

固
体
状

の
放
射

性
廃

棄
物

の
処

理
に

係
る

も
の

に
あ
っ

て
は

、
放

射
性

廃
棄
物

を
処
理

す
る
過
程

に
お
い

て
放

射
性

物
質

が
散

逸
し

難
い

も
の
と

す
る
こ

と
。

 

第
二

号
に
つ

い
て
，

共
用
を

取
止

め
る

１
号

炉
の

液
体

廃
棄

物
処

理
系

設
備

は
，

液
体

状
の

放
射

性
物
質

の
漏
え

い
の
防

止
及

び
敷

地
外

へ
の

管
理

さ
れ

な
い

放
出

を
防

止
す

る
こ

と
を

考
慮

し
た
設

計
と
し

て
お
り

，
設

備
の

変
更

は
な

い
こ

と
か

ら
，

共
用

取
止

め
に

よ
る

第
二

号
の
基
準

へ
の
適

合
性
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

。
 

第
三

号
に
つ

い
て
，

１
号
炉

の
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

共
用

取
止

め
に

よ
る

固
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物
の

処
理
設

備
の

変
更

は
な

い
こ

と
か

ら
，

第
三

号
の

基
準

へ
の

適
合

性
に

影
響

を

及
ぼ
さ
な

い
。

 

8



第
３
表

 
「

実
用

発
電

用
原

子
炉

及
び
そ

の
附

属
施
設
の

技
術
基

準
に

関
す
る
規

則
」

に
お

け
る

共
用

取
止

め
設

備
に

関
す

る
確

認
 

 

実
用
発
電

用
原

子
炉

及
び

そ
の

附
属

施
設

の
技
術

基
準
に

関
す
る

規
則

 
液

体
廃
棄

物
処

理
系

の
１

号
炉

と
の

共
用

取
止

め
に

関
す

る
確

認
結

果
 

（
設
計
基

準
対
象

施
設

の
機

能
）

 

第
十

五
条

 
設

計
基

準
対

象
施

設
は

、
通

常
運

転
時

に
お
い

て
発

電
用

原
子

炉
の
反

応
度
を

安
全

か
つ
安

定
的

に
制

御
で

き
、

か
つ

、
運

転
時

の
異

常
な

過
渡

変
化

時
に

お
い
て

も
発

電
用

原
子
炉

固
有

の
出

力
抑

制
特

性
を

有
す

る
と

と
も

に
、

発
電

用
原

子
炉

の
反
応

度
を

制
御

す
る
こ

と
に

よ
り

核
分

裂
の

連
鎖

反
応

を
制

御
で

き
る

能
力

を
有

す
る

も
の
で

な
け

れ
ば
な
ら

な
い
。

 

 

［
第

２
項

～
第

５
項

 
省

略
］

 

 ６
 

前
項
の

安
全
設

備
以

外
の

安
全

設
備

を
二

以
上

の
発
電

用
原

子
炉

施
設

と
共
用

し
、
又

は
相

互
に
接

続
す

る
場

合
に

は
、

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
安

全
性

を
損

な
わ

な
い
よ

う
、

施
設
し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

         第
６

項
に
つ

い
て
，

１
号
炉

の
液

体
廃

棄
物

処
理

系
設

備
の

共
用

を
取

止
め

る
が

，
安

全
施

設
の

安
全
性

を
損
な

う
こ
と

は
な

く
，

要
求

事
項

を
満

足
し

て
お

り
，

第
６

項
の

基
準

へ
の

適
合
性
に

影
響
を

及
ぼ
さ

な
い

。
 

（
廃
棄
物

処
理
設

備
等

）
 

第
三

十
九
条

 
工
場

等
に

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ
り

放
射

性
廃

棄
物

を
処
理

す
る
設

備
（

排
気
筒

を
含

み
、

次
条

及
び

第
四

十
三

条
に

規
定

す
る

も
の

を
除

く
。

）
を
施

設
し

な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

 

 一
 

周
辺
監

視
区
域

の
外

の
空

気
中

及
び

周
辺

監
視

区
域
の

境
界

に
お

け
る

水
中
の

放
射
性

物
質

の
濃
度

が
、

そ
れ

ぞ
れ

原
子

力
規

制
委

員
会

の
定

め
る

濃
度

限
度

以
下

に
な
る

よ
う

に
発

電
用
原

子
炉

施
設

に
お

い
て

発
生

す
る

放
射

性
廃

棄
物

を
処

理
す

る
能

力
を
有

す
る

も
の
で
あ

る
こ
と

。
 

     第
一

号
に
つ

い
て
，

１
号
炉

の
液

体
廃

棄
物

処
理

系
設

備
は

共
用

を
取

止
め

る
が

，
２

号
炉

の
運

用
に
必

要
な
容

量
を
有

す
る

設
備

を
２

号
炉

に
お

い
て

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

，
液

体
廃

棄
物
の

処
理
能

力
に
影

響
は

な
く

，
第

一
号

へ
の

適
合

性
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

（
第

１
図
参
照

）
。
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二
 

放
射
性

廃
棄
物

以
外

の
廃

棄
物

を
処

理
す

る
設

備
と
区

別
し

て
施

設
す

る
こ
と

。
た
だ

し
、

放
射
性

廃
棄

物
以

外
の

流
体

状
の

廃
棄

物
を

流
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物

を
処
理

す
る

設
備

に
導
く

場
合

に
お

い
て

、
流

体
状

の
放

射
性

廃
棄

物
が

放
射

性
廃

棄
物

以
外
の

廃
棄

物
を
取
り

扱
う
設

備
に

逆
流

す
る

お
そ

れ
が

な
い

場
合
は

、
こ
の

限
り
で

な
い
。

 

三
 

放
射
性

廃
棄
物

が
漏

え
い

し
難

い
構

造
で

あ
り

、
か
つ

、
放

射
性

廃
棄

物
に
含

ま
れ
る

化
学
薬
品

の
影
響

そ
の

他
の

負
荷

に
よ

り
著

し
く

腐
食
し

な
い
も

の
で
あ

る
こ
と

。
 

四
 

気
体
状

の
放
射

性
廃

棄
物

を
処

理
す

る
設

備
は

、
第
四

十
三

条
第

三
号

の
規
定

に
準
ず

る
ほ

か
、
排

気
筒

の
出

口
以

外
の

箇
所

に
お

い
て

気
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物

を
排
出

し
な

い
こ
と
。

 

五
 

流
体
状

の
放
射

性
廃

棄
物

及
び

原
子

炉
冷

却
材

圧
力
バ

ウ
ン

ダ
リ

内
に

施
設
さ

れ
た
も

の
か

ら
発
生

す
る

高
放

射
性

の
固

体
状

の
放

射
性

廃
棄

物
を

工
場

等
内

に
お

い
て
運

搬
す

る
た

め
の
容

器
は

、
取

扱
中

に
お

け
る

衝
撃

そ
の

他
の

負
荷

に
耐

え
、

か
つ

、
容
易

に
破

損
し

な
い
も

の
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
管

理
区

域
内

に
お

い
て

の
み

使
用

さ
れ
る

も
の

に
つ
い
て

は
、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

六
 

前
号
の

容
器
は

、
内

部
に

放
射

性
廃

棄
物

を
入

れ
た
場

合
に

、
放

射
線

障
害
を

防
止
す

る
た

め
、
そ

の
表

面
の

線
量

当
量

率
及

び
そ

の
表

面
か

ら
一

メ
ー

ト
ル

の
距

離
に
お

け
る

線
量

当
量
率

が
原

子
力

規
制

委
員

会
の

定
め

る
線

量
当

量
率

を
超

え
な

い
よ

う
、
遮

蔽
で

き
る

も
の
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
管

理
区

域
内

に
お

い
て

の
み

使
用

さ
れ

る
も
の

に
つ

い
て
は
、

こ
の
限

り
で

な
い

。
 

第
二

号
，
第

三
号
，

第
四
号

，
第

五
号

及
び

第
六

号
に

つ
い

て
は

，
放

射
性

廃
棄

物
を

処
理

す
る

設
備
及

び
放
射

性
廃
棄

物
以

外
の

廃
棄

物
を

処
理

す
る

設
備

の
設

計
を

変
更

し
な

い
こ

と
か

ら
，
第

二
号
，

第
三
号

，
第

四
号

，
第

五
号

及
び

第
六

号
の

基
準

へ
の

適
合

性
に

影
響

を
及
ぼ
さ

な
い
。
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２
 

流
体
状

の
放
射

性
廃

棄
物

を
処

理
す

る
設

備
が

設
置
さ

れ
る

放
射

性
廃

棄
物
処

理
施
設

（
流

体
状
の

放
射

性
廃

棄
物

の
漏

え
い

が
拡

大
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
部

分
に

限
る
。

以
下

こ
の

項
に
お

い
て

同
じ

。
）

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
施

設
し

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

 

一
 

放
射
性

廃
棄
物

処
理

施
設

内
部

の
床

面
及

び
壁

面
は
、

流
体

状
の

放
射

性
廃
棄

物
が
漏

え
い
し
難

い
構
造

で
あ

る
こ

と
。

 

二
 

放
射
性

廃
棄
物

処
理

施
設

内
部

の
床

面
は

、
床

面
の
傾

斜
又

は
床

面
に

設
け
ら

れ
た
溝

の
傾

斜
に
よ

り
流

体
状

の
放

射
性

廃
棄

物
が

排
液

受
け

口
に

導
か

れ
る

構
造

で
あ
り

、
か

つ
、

流
体
状

の
放

射
性

廃
棄

物
（

気
体

状
の

も
の

を
除

く
。

以
下

同
じ

。
）

を
処
理

す
る

設
備

の
周
辺

部
に

は
、

流
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物

の
漏

え
い

の
拡

大
を

防
止

す
る
た

め
の

堰
が
施
設

さ
れ
て

い
る

こ
と

。
 

三
 

放
射
性

廃
棄
物

処
理

施
設

外
に

通
じ

る
出

入
口

又
は
そ

の
周

辺
部

に
は

、
流
体

状
の
放

射
性

廃
棄
物

が
放

射
性

廃
棄

物
処

理
施

設
外

へ
漏

え
い

す
る

こ
と

を
防

止
す

る
た
め

の
堰

が
施

設
さ
れ

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

放
射

性
廃

棄
物

処
理

施
設

内
部

の
床

面
が
隣

接
す

る
発

電
用
原

子
炉

施
設

の
床

面
又

は
地

表
面

よ
り

低
い

場
合

で
あ

っ
て

、
放

射
性
廃

棄
物

処
理
施
設

外
へ
漏

え
い

す
る

お
そ

れ
が

な
い

場
合

は
、
こ

の
限
り

で
な
い

。
 

四
 

工
場
等

外
に
排

水
を

排
出

す
る

排
水

路
（

湧
水

に
係
る

も
の

で
あ

っ
て

放
射
性

物
質
に

よ
り

汚
染
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
管

理
区

域
内

に
開

口
部

が
な

い
も

の
並

び
に

排
水
監

視
設

備
及
び
放

射
性
物

質
を

含
む

排
水

を
安

全
に

処
理

す
る
設

備
を
施

設
す
る

も
の
を

除
く

。
）

上
に
放
射

性
廃
棄

物
処

理
施

設
内

部
の

床
面

が
な

い
よ
う

、
施
設

す
る
こ

と
。

 

第
２

項
第
一

号
，
第

二
号
，

第
三

号
及

び
第

四
号

に
つ

い
て

，
共

用
を

取
止

め
る

１
号

炉
の

液
体

廃
棄
物

処
理
系

設
備
は

，
液

体
状

の
放

射
性

物
質

の
漏

え
い

の
防

止
及

び
敷

地
外

へ
の

管
理

さ
れ
な

い
放
出

を
防
止

す
る

こ
と

を
考

慮
し

た
設

計
と

し
て

お
り

，
設

備
の

変
更

は
な

い
こ

と
か
ら

，
共
用

取
止
め

に
よ

る
第

２
項

第
一

号
，

第
二

号
，

第
三

号
及

び
第

四
号

の
基

準
へ
の
適

合
性
に

影
響
を

及
ぼ

さ
な

い
。
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３
 

第
一
項

第
五
号

の
流

体
状

の
放

射
性

廃
棄

物
を

運
搬
す

る
た

め
の

容
器

は
、
前

項
第

三

号
に

準
じ
て

流
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物

の
漏

え
い

の
拡

大
を

防
止

す
る

よ
う

に
施
設

し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
管

理
区

域
内

に
お

い
て

の
み

使
用

さ
れ

る
も

の
及
び

漏
え

い
す
る
お

そ
れ
が

な
い

構
造

の
も

の
は

、
こ

の
限

り
で
な

い
。

 

第
３

項
に
つ

い
て
，

１
号
炉

の
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

共
用

取
止

め
に

よ
る

液
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物
を

運
搬
す

る
た
め

の
容

器
の

設
計

に
変

更
は

な
い

こ
と

か
ら

，
第

３
項

の
基

準
へ

の
適
合
性

に
影
響

を
及
ぼ

さ
な

い
。
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第
４
表
 

設
置
変

更
許

可
申
請
書

の
記
載

内
容

比
較

 

変
更

前
【

本
文

】
 

変
更
後
【

本
文
】

 
変

更
に

よ
る

影
響

 

ト
．
放
射

性
廃
棄

物
の

廃
棄

施
設

の
構

造
及

び
設

備

(
ﾛ
)

液
体
廃

棄
物
の

廃
棄

設
備

(
1
)

構
造

液
体
廃
棄

物
の
廃

棄
設

備
（

液
体

廃
棄

物
処

理
系

）
は
，

廃
棄
物
の

性
状
に

応
じ

て
処

理
す

る
た

め
，
機

器
ド

レ
ン
系

（
１
号
及

び
２
号

炉
共

用
，
既

設
）
，

床
ド

レ
ン

・
再
生
廃

液
系
（

１
号
及

び
２

号
炉

共
用

，
既

設
）

，
床

ド
レ

ン
・
化

学
廃
液
系
（

１
号
及

び
２

号
炉

共
用

，
既

設
）
，
ラ

ン
ド

リ
・

ド
レ
ン
系

（
１
号

及
び

２
号

炉
共

用
，

既
設

）
，

シ
ャ
ワ
・

ド
レ
ン
系
（
１
号

及
び

２
号

炉
共

用
，
既

設
）
等

で
構
成

す

る
。
 

ａ
．
機

器
ド
レ

ン
系

は
，
コ

レ
ク

タ
・

タ
ン

ク
，
機

器
ド
レ

ン
・
タ

ン
ク

，
フ

ィ
ル

タ
，
ろ

過
脱

塩
器

，
脱

塩
器

，
サ

ン
プ
ル
・

タ
ン
ク

，
処

理
水

タ
ン

ク
等

で
構

成
す

る
。

本
系
の
処

理
済

液
は

，
１

号
又

は
２

号
炉

復
水
貯

蔵
タ

ン
ク
に
回

収
し
て

再
使

用
す

る
。

ト
放
射

性
廃
棄

物
の
廃

棄
施
設

の
構
造

及
び
設

備

(
2
)

液
体
廃

棄
物
の

廃
棄
設
備

(
ⅰ

) 
構

造
 

液
体
廃
棄

物
の
廃

棄
設
備

（
液
体

廃
棄
物

処
理
系

）
は

，

廃
棄
物
の

性
状
に

応
じ
て

処
理
す

る
た
め
，
機
器
ド

レ
ン
系

（
１
号
及

び
２
号

炉
共
用

，
既
設

）
，
床
ド
レ

ン
・
化
学
廃

液
系
（

１
号
及

び
２
号

炉
共
用
，
既
設

）
，
ラ
ン

ド
リ
・
ド

レ
ン
系
（

１
号
及

び
２
号

炉
共
用

，
既
設

）
等
で

構
成
す

る
。
 

ａ
．
機

器
ド
レ

ン
系
は

，
機
器
ド

レ
ン
・
タ
ン

ク
，
ろ

過
脱

塩
器
，
脱

塩
器
，

処
理
水

タ
ン
ク

等
で
構

成
す
る

。
 

本
系
の
処

理
済
液

は
，
復
水

貯
蔵

タ
ン
ク

に
回
収

し
て

再
使
用
す

る
。

 

・
２

号
炉

で
発

生
す

る
床

ド
レ

ン
廃

液
は

，
２

号
炉

の
床

ド

レ
ン

・
化

学
廃

液
系

設
備

で
処

理
す

る
た

め
，

床
ド

レ

ン
・

再
生

廃
液

系
の

共
用

を
取

止
め

る
こ

と
に

よ
る

，
液

体
廃

棄
物

の
処

理
能

力
に

影
響

は
な

い
。

 

・
今

後
，

２
号

炉
か

ら
シ

ャ
ワ

・
ド

レ
ン

廃
液

は
発

生
し

な

い
運

用
と

す
る

こ
と

か
ら

，
１

号
炉

の
シ

ャ
ワ

・
ド

レ
ン

系
の

共
用

を
取

止
め

る
こ

と
に

よ
る

影
響

は
な

い
。

・
２

号
炉

で
発

生
す

る
機

器
ド

レ
ン

廃
液

は
，
２

号
炉

の
機

器
ド

レ
ン

系
設

備
で

処
理

す
る

た
め

，
１

号
炉

の
機

器
ド

レ
ン

系
設

備
の

共
用

を
取

止
め

る
こ

と
に

よ
る

，
液

体
廃

棄
物

の
処

理
能

力
に

影
響

は
な

い
。
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ｂ
．
床
ド

レ
ン
・

再
生

廃
液

系
は

，
コ

レ
ク

タ
・

タ
ン
ク
，

廃
液
中
和

タ
ン
ク

，
濃

縮
器

，
フ

ィ
ル

タ
，
脱

塩
器
，
サ

ン
プ
ル
・

タ
ン
ク

等
で

構
成

す
る

。
 

本
系
の
処

理
済

液
は

，
原

則
と

し
て

１
号

又
は
２

号
炉

復
水
貯
蔵

タ
ン
ク

に
回

収
し

て
再

使
用

す
る

が
，
一

部
に

つ
い
て
は

放
射
性

物
質

濃
度

が
低

い
こ

と
を

確
認

し
て
，

復
水
器
冷

却
水
放

水
路

に
放

出
す

る
場

合
が

あ
る

。
 

 

ｃ
．
床
ド

レ
ン
・

化
学

廃
液

系
は

，
床

ド
レ

ン
・

タ
ン
ク
，

化
学
廃
液

タ
ン
ク

，
濃

縮
器

，
ろ

過
脱

塩
器

，
脱

塩
器
，

処
理
水
タ

ン
ク
等

で
構

成
す

る
。

 

本
系
の
処

理
済

液
は

，
原

則
と

し
て

１
号

又
は
２

号
炉

復
水
貯
蔵

タ
ン
ク

に
回

収
し

て
再

使
用

す
る

が
，
一

部
に

つ
い
て
は

放
射
性

物
質

濃
度

が
低

い
こ

と
を

確
認

し
て
，

復
水
器
冷

却
水
放

水
路

に
放

出
す

る
場

合
が

あ
る

。
 

 

ｄ
．
ラ
ン

ド
リ
・

ド
レ

ン
系

は
，

収
集

タ
ン

ク
，

濃
縮
器
，

脱
塩
器
，

サ
ン
プ

ル
・

タ
ン

ク
，

ろ
過

器
，

ラ
ン

ド
リ
・

ド
レ
ン
・

タ
ン
ク

等
で

構
成

す
る

。
 

本
系
の
処

理
済

液
は

，
放

射
性

物
質

濃
度

が
低
い

こ
と

を
確
認
し

て
，
復

水
器

冷
却

水
放

水
路

に
放

出
す

る
。

 

   

（
項
目
削

除
）

 

       ｂ
．
床
ド

レ
ン
・

化
学
廃

液
系
は

，
床
ド

レ
ン
・

タ
ン
ク

，

化
学
廃
液

タ
ン
ク

，
濃
縮

器
，
ろ

過
脱
塩

器
，
脱

塩
器

，

処
理
水
タ

ン
ク
等

で
構
成

す
る
。

 

本
系
の
処

理
済
液

は
，
原
則

と
し

て
復
水

貯
蔵
タ

ン
ク

に
回
収
し

て
再
使

用
す
る

が
，
一

部
に
つ

い
て
は

放
射
性

物
質
濃
度

が
低
い

こ
と
を

確
認
し

て
，
復
水

器
冷
却

水
放

水
路
に
放

出
す
る

場
合
が

あ
る
。

 

 ｃ
．
ラ
ン

ド
リ
・

ド
レ
ン

系
は
，

収
集
タ

ン
ク
，

濃
縮
器

，

脱
塩
器
，

サ
ン
プ

ル
・
タ

ン
ク
，

ろ
過
器

，
ラ
ン

ド
リ

・

ド
レ
ン
・

タ
ン
ク

等
で
構

成
す
る

。
 

本
系
の
処

理
済
液

は
，
放
射

性
物

質
濃
度

が
低
い

こ
と

を
確
認
し

て
，
復

水
器
冷

却
水
放

水
路
に

放
出
す

る
。

 

   

・
２

号
炉

で
発

生
す

る
床

ド
レ

ン
廃

液
は

，
２

号
炉

の
床

ド

レ
ン

・
化

学
廃

液
系

設
備

で
処

理
す

る
た

め
，
１

号
炉

の

床
ド

レ
ン
・
再

生
廃

液
系

の
共

用
を

取
止

め
る

こ
と

に
よ

る
，

液
体

廃
棄

物
の

処
理

能
力

に
影

響
は

な
い

。
 

    ・
２

号
炉

の
床

ド
レ

ン
・

化
学

廃
液

系
の

処
理

に
係

る
設

備

の
設

計
を

変
更

し
な

い
こ

と
か

ら
，
本

系
に
係

る
許

可
の

内
容
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

。
 

     ・
２

号
炉

の
ラ

ン
ド

リ
・

ド
レ

ン
系

の
処

理
に

係
る

設
備

の

設
計

を
変

更
し

な
い

こ
と

か
ら

，
本

系
に

係
る

許
可

の
内

容
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

。
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ｅ
．
シ
ャ

ワ
・
ド

レ
ン

系
は

，
シ

ャ
ワ
・
ド

レ
ン
・
タ
ン

ク
，

ろ
過
器
等

で
構
成

す
る

。
 

本
系
の
処

理
済

液
は

，
放

射
性

物
質

濃
度

が
低
い

こ
と

を
確
認
し

て
，
復

水
器

冷
却

水
放

水
路

に
放

出
す

る
。

 

こ
れ
ら
液

体
廃
棄

物
処

理
系

の
主

要
機

器
は

独
立

し
た

区
域
に
設

け
る
か

，
せ

き
を

設
置

す
る

等
，
放

射
性
物

質
の

漏
え
い
を

防
止
す

る
設

計
と

す
る

。
 

(
2
)

廃
棄
物

の
処
理

能
力

液
体
廃
棄

物
処
理

系
の

各
タ

ン
ク

類
の

容
量

及
び

濃
縮

器
，
脱
塩

器
等
の

処
理

容
量

は
，

原
子

炉
の

起
動

，
停
止

の

態
様
を
考

慮
し
て

発
生

廃
液

量
が

最
大

と
予

想
さ

れ
る
場

合
に
対
し

て
十
分

対
処

で
き

る
大

き
さ

と
す

る
。

 

濃
縮
器

，
脱
塩

器
等

の
除

染
能

力
は

，
処

理
済

液
の
発

電

所
内
再
使

用
あ
る

い
は

所
外

放
出

を
可

能
と

す
る

の
に
十

分
な
性
能

を
有
す

る
も

の
と

す
る

。
 

（
項
目
削

除
）

 

こ
れ
ら
液

体
廃
棄

物
処
理

系
の
主

要
機
器

は
独
立

し
た

区
域
に
設

け
る
か

，
せ

き
を
設
置

す
る
等

，
放

射
性
物

質
の

漏
え
い
を

防
止
す

る
設
計

と
す
る

。
 

（
変
更
な

し
）

 

・
今

後
，

２
号

炉
か

ら
シ

ャ
ワ

・
ド

レ
ン

廃
液

は
発

生
し

な

い
運

用
と

す
る

こ
と

か
ら

，
１

号
炉

の
シ

ャ
ワ

・
ド

レ
ン

系
の

共
用

を
取

止
め

る
こ

と
に

よ
る

影
響

は
な

い
。

・
２

号
炉

と
共

用
す

る
こ

と
と

し
て

い
た

１
号

炉
の

機
器

ド

レ
ン

系
，
床

ド
レ

ン
・

再
生

廃
液

系
，

シ
ャ

ワ
・

ド
レ

ン

系
は

共
用

を
取

止
め

る
こ

と
と

す
る

が
，
２

号
炉

の
運

用

に
必

要
な

容
量

を
有

す
る

設
備

を
２

号
炉

に
お

い
て

設

置
し

て
い

る
こ

と
か

ら
，
液

体
廃

棄
物

の
処

理
能

力
に

影

響
は

な
い

。
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変
更

前
【

添
付

書
類

八
】

 
変

更
後
【

添
付
書

類
八
】

 
変

更
に

よ
る

影
響

 

1
0
.

放
射
性

廃
棄
物

廃
棄

施
設

1
0
.
2 

液
体
廃
棄

物
処

理
系

 

1
0
.
2.
1
 

概
要
 

液
体
廃
棄

物
処
理

系
は

，
機

器
ド

レ
ン

系
（

１
号

及
び

２

号
炉
共
用

，
既

設
）

，
床

ド
レ

ン
・

再
生

廃
液

系
（

１
号
及

び
２
号
炉

共
用

，
既

設
）

，
床

ド
レ

ン
・

化
学

廃
液
系
（
１

号
及
び
２

号
炉
共

用
，
既

設
）
，
ラ

ン
ド

リ
・
ド

レ
ン

系
（
１

号
及
び
２

号
炉
共

用
，

既
設

）
，

シ
ャ

ワ
・

ド
レ

ン
系
（

１

号
及
び
２

号
炉
共

用
，

既
設

）
等

で
構

成
す

る
。

 

1
0
.
2.
3
 

主
要
設

備
 

(
1
)

機
器
ド

レ
ン
系

機
器
ド
レ

ン
系
は

，
廃

液
コ

レ
ク

タ
・
タ

ン
ク

，
機

器
ド

レ
ン
・
タ
ン
ク

，
フ

ィ
ル

タ
，
ろ

過
脱

塩
器

，
脱

塩
器

，
廃

液
サ
ン
プ

ル
・
タ

ン
ク

，
機

器
ド

レ
ン

処
理

水
タ

ン
ク
，
計

測
制
御
装

置
等
で

構
成

す
る

。
 

機
器
ド
レ

ン
廃
液

は
，

原
子

炉
建

物
，

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル
，

タ
ー

ビ
ン

建
物

及
び

廃
棄

物
処

理
建

物
の

各
機

器
ド

レ

ン
・
サ

ン
プ
に

そ
れ
ぞ

れ
集

め
た

後
，
あ

る
い

は
直

接
タ
ン

ク
に
収
集

し
，
機
器
ド

レ
ン

系
で

処
理

す
る

。
機

器
ド

レ
ン

系
に
よ
り

ろ
過

，
脱

塩
し

た
処

理
済

液
は

，
１

号
若

し
く
は

7
.

放
射

性
廃
棄

物
の
廃

棄
施
設

7
.
2 

液
体
廃

棄
物
処

理
系

 

7
.
2
.1

 
概
要

 

液
体
廃
棄

物
処
理

系
は

，
機
器
ド

レ
ン
系
（
１

号
及
び

２

号
炉
共
用

，
既

設
）
，
床

ド
レ
ン
・
化

学
廃
液

系
（

１
号

及

び
２
号
炉

共
用

，
既
設

）
，
ラ
ン

ド
リ
・
ド
レ

ン
系
（
１
号

及
び
２
号

炉
共
用

，
既
設

）
等
で

構
成
す

る
。

 

7
.
2
.3

 
主
要

設
備

 

(
1
)

機
器
ド

レ
ン
系

機
器
ド
レ

ン
系
は

，
機
器

ド
レ
ン

・
タ
ン

ク
，
ろ
過

脱
塩

器
，
脱
塩

器
，
機
器

ド
レ

ン
処
理

水
タ
ン

ク
，
計

測
制
御

装

置
等
で
構

成
す
る

。
 

機
器
ド
レ

ン
廃
液

は
，
原

子
炉
建

物
，
ド

ラ
イ
ウ

ェ
ル

，

タ
ー

ビ
ン

建
物

及
び

廃
棄

物
処

理
建

物
の

各
機

器
ド

レ

ン
・
サ

ン
プ
に

そ
れ
ぞ

れ
集
め
た

後
，
あ
る
い

は
直
接

タ
ン

ク
に
収
集

し
，
機
器
ド

レ
ン
系
で

処
理
す

る
。
機
器
ド

レ
ン

系
に
よ
り

ろ
過

，
脱
塩

し
た
処
理

済
液
は

，
復

水
貯
蔵

タ
ン

・
２

号
炉

で
発

生
す

る
床

ド
レ

ン
廃

液
は

，
２

号
炉

の
床

ド

レ
ン

・
化

学
廃

液
系

設
備

で
処

理
す

る
た

め
，
１

号
炉

の

床
ド

レ
ン
・
再

生
廃

液
系

の
共

用
を

取
止

め
る

こ
と

に
よ

る
，

液
体

廃
棄

物
の

処
理

能
力

に
影

響
は

な
い

。
 

・
今

後
，

２
号

炉
か

ら
シ

ャ
ワ

・
ド

レ
ン

廃
液

は
発

生
し

な

い
運

用
と

す
る

こ
と

か
ら

，
１

号
炉

の
シ

ャ
ワ

・
ド

レ
ン

系
の

共
用

を
取

止
め

る
こ

と
に

よ
る

影
響

は
な

い
。

・
２

号
炉

で
発

生
す

る
機

器
ド

レ
ン

廃
液

は
，
２

号
炉

の
機

器
ド

レ
ン

系
設

備
で

処
理

す
る

た
め

，
１

号
炉

の
機

器
ド

レ
ン

系
設

備
の

共
用

を
取

止
め

る
こ

と
に

よ
る

，
液

体
廃

棄
物

の
処

理
能

力
に

影
響

は
な

い
。
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２
号
炉

復
水
貯
蔵

タ
ン

ク
（

既
設

）
又

は
２

号
炉

補
助

復
水

貯
蔵
タ
ン

ク
（
既

設
）

に
回

収
し

再
使

用
す

る
。

 

な
お
，
機
器
ド

レ
ン

廃
液

は
，
補

助
サ

ー
ジ
・
タ

ン
ク
（
１

号
及
び
２

号
炉
共

用
，
既

設
）
，

ト
ー

ラ
ス

水
受

入
タ
ン

ク

（
１
号
及

び
２
号

炉
共

用
，
既

設
）
に

貯
留

す
る

こ
と

も
で

き
る
。

 

 

(
2
) 

床
ド
レ

ン
・
再

生
廃

液
系

 

床
ド
レ
ン

・
再
生

廃
液

系
は

，
床

ド
レ

ン
・

コ
レ

ク
タ
・

タ
ン
ク

，
廃
液

中
和

タ
ン

ク
，
濃

縮
器

，
フ

ィ
ル

タ
，
脱
塩

器
，
床

ド
レ
ン
・
サ
ン

プ
ル

・
タ

ン
ク

，
計

測
制

御
装

置
等

で
構
成
す

る
。

 

導
電
率
が

高
く
脱

塩
処

理
に

適
さ

な
い

原
子

炉
建

物
，
ド

ラ
イ
ウ
ェ

ル
，
タ
ー

ビ
ン

建
物

及
び

廃
棄

物
処

理
建

物
等

の

床
ド
レ
ン
・
サ

ン
プ
に

集
め

た
床

ド
レ

ン
廃

液
，
脱
塩

器
の

樹
脂
再
生

等
で
発

生
す

る
化

学
廃

液
，
機

器
の

除
染

廃
液
等

は
タ
ン
ク

に
収
集

し
，
床

ド
レ

ン
・
再

生
廃

液
系

で
処

理
す

る
。
 

床
ド
レ
ン
・
再

生
廃

液
系

に
よ

り
，
蒸

留
，
ろ

過
，
脱
塩

し
た
処
理

済
液
は
，
原

則
と

し
て

１
号

若
し

く
は

２
号
炉

復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

又
は

２
号

炉
補

助
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

に
回

収
し
て
再

使
用
す

る
が

，
一

部
に

つ
い

て
は

放
射

性
物
質

の

濃
度
が
十

分
低
い

こ
と

を
確

認
し

て
，
復

水
器

冷
却

水
放
水

路
（
１
号
，
２
号
及

び
３

号
炉

共
用

）
に

放
出

す
る

場
合

が

ク
又
は
補

助
復
水

貯
蔵
タ

ン
ク
に

回
収
し

再
使
用

す
る
。

 

な
お
，
機
器
ド

レ
ン
廃

液
は

，
ト

ー
ラ
ス

水
受
入

タ
ン

ク

（
１
号
及

び
２
号

炉
共
用

，
既
設

）
に

貯
留
す

る
こ
と

も
で

き
る
。

 

   

（
項
目
削

除
）

 

                

       ・
２

号
炉

で
発

生
す

る
床

ド
レ

ン
廃

液
は

，
２

号
炉

の
床

ド

レ
ン

・
化

学
廃

液
系

設
備

で
処

理
す

る
た

め
，
１

号
炉

の

床
ド

レ
ン
・
再

生
廃

液
系

の
共

用
を

取
止

め
る

こ
と

に
よ

る
，

液
体

廃
棄

物
の

処
理

能
力

に
影

響
は

な
い

。
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あ
る
。

 

な
お
，
床
ド
レ

ン
廃

液
は

，
補

助
サ

ー
ジ

・
タ

ン
ク
，
ト

ー
ラ

ス
水

受
入

タ
ン

ク
に

貯
留

す
る

こ
と

も
で

き
る

。
ま

た
，
処
理

済
液
は
，
処

理
水

受
入

タ
ン

ク
（

１
号

及
び
２

号

炉
共
用
，

既
設
）

に
貯

留
す

る
こ

と
も

で
き

る
。

 

廃
液
中
和

タ
ン
ク

は
，

廃
液

の
中

和
用

に
も

使
用

す
る
。

 

 (
3
) 

床
ド
レ

ン
・
化

学
廃

液
系

 

床
ド
レ
ン
・
化

学
廃

液
系

は
，
床

ド
レ

ン
・

タ
ン

ク
，
化

学
廃
液
タ

ン
ク

，
濃

縮
器

，
ろ

過
脱

塩
器

，
脱

塩
器
，
処
理

水
タ
ン
ク

，
計
測

制
御

装
置

等
で

構
成

す
る

。
 

導
電
率
が

高
く
脱

塩
処

理
に

適
さ

な
い

原
子

炉
建

物
，
ド

ラ
イ
ウ
ェ

ル
，
タ
ー

ビ
ン

建
物

及
び

廃
棄

物
処

理
建

物
等

の

床
ド
レ
ン
・
サ

ン
プ
に

集
め

た
床

ド
レ

ン
廃

液
，
脱
塩

器
の

樹
脂
再
生

等
で
発

生
す

る
化

学
廃

液
，
機

器
の

除
染

廃
液
等

は
タ
ン
ク

に
収
集

し
，
床

ド
レ

ン
・
化

学
廃

液
系

で
処

理
す

る
。
 

床
ド
レ
ン
・
化

学
廃

液
系

に
よ

り
，
蒸

留
，
ろ

過
，
脱
塩

し
た
処
理

済
液
は
，
原

則
と

し
て

１
号

若
し

く
は

２
号
炉

復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

又
は

２
号

炉
補

助
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

に
回

収
し
て
再

使
用
す

る
が

，
一

部
に

つ
い

て
は

放
射

性
物
質

の

濃
度
が
十

分
低
い

こ
と

を
確

認
し

て
，
復

水
器

冷
却

水
放
水

路
に
放
出

す
る
場

合
が

あ
る

。
 

な
お
，

床
ド
レ

ン
廃

液
は

，
補

助
サ

ー
ジ

・
タ

ン
ク
，

ト

       

(
2
) 

床
ド
レ

ン
・
化

学
廃
液
系

 

床
ド
レ
ン
・
化

学
廃
液

系
は
，
床

ド
レ
ン
・
タ

ン
ク
，
化

学
廃
液
タ

ン
ク

，
濃
縮

器
，
ろ
過

脱
塩
器

，
脱

塩
器
，
処

理

水
タ
ン
ク

，
計
測

制
御
装

置
等
で

構
成
す

る
。

 

導
電
率
が

高
く
脱

塩
処
理

に
適
さ

な
い
原

子
炉
建

物
，
ド

ラ
イ
ウ
ェ

ル
，
タ
ー

ビ
ン
建

物
及

び
廃
棄

物
処
理

建
物
等

の

床
ド
レ
ン
・
サ

ン
プ
に

集
め
た
床

ド
レ
ン

廃
液

，
脱
塩

器
の

樹
脂
再
生

等
で
発

生
す
る

化
学
廃

液
，
機
器

の
除
染

廃
液

等

は
タ
ン
ク

に
収
集

し
，
床
ド
レ
ン
・
化

学
廃
液

系
で
処

理
す

る
。
 

床
ド
レ
ン
・
化

学
廃
液

系
に
よ
り

，
蒸

留
，
ろ

過
，
脱
塩

し
た
処
理

済
液
は
，
原
則
と

し
て

復
水
貯

蔵
タ
ン

ク
又
は

補

助
復
水
貯

蔵
タ
ン

ク
に
回

収
し

て
再
使
用

す
る
が
，
一
部

に

つ
い

て
は

放
射

性
物

質
の

濃
度

が
十

分
低

い
こ

と
を

確
認

し
て
，
復

水
器
冷

却
水
放

水
路
に

放
出
す

る
場
合

が
あ
る

。
 

な
お
，
床
ド
レ

ン
廃
液

は
，
ト
ー

ラ
ス
水

受
入
タ

ン
ク
に

貯
留
す
る

こ
と
も

で
き
る

。
 

       ・
２

号
炉

の
床

ド
レ

ン
・

化
学

廃
液

系
の

処
理

に
係

る
設

備

の
設

計
を

変
更

し
な

い
こ

と
か

ら
，
本

系
に

係
る

許
可

の

内
容

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
。

 

              

18



 

ー
ラ
ス
水

受
入
タ

ン
ク

に
貯

留
す

る
こ

と
も

で
き

る
。

 

ま
た
，
処
理
済

液
は

，
処

理
水

受
入

タ
ン

ク
に

貯
留
す
る

こ
と
も
で

き
る
。

 

化
学
廃
液

タ
ン
ク

は
，

廃
液

の
中

和
用

に
も

使
用

す
る
。
 

 (
4
) 

ラ
ン
ド

リ
・
ド

レ
ン

系
 

ラ
ン
ド
リ
・
ド
レ

ン
系

は
，
ラ

ン
ド

リ
・

ド
レ

ン
収
集
タ

ン
ク
，
濃
縮
器

，
脱

塩
器

，
ラ

ン
ド

リ
・

ド
レ

ン
・

サ
ン
プ

ル
・
タ
ン

ク
，
ろ

過
器

，
ラ

ン
ド

リ
・

ド
レ

ン
・

タ
ン
ク
，

計
測
制
御

装
置
等

で
構

成
す

る
。

 

保
護
衣
類

を
除
染

す
る

際
に

発
生

す
る

ラ
ン

ド
リ
・
ド
レ

ン
廃
液
等

は
タ
ン

ク
に

収
集

し
，
ラ

ン
ド

リ
・
ド

レ
ン
系
で

処
理
す
る

。
 

ラ
ン
ド
リ
・
ド
レ

ン
系

に
よ

り
，

蒸
留

し
，

必
要
に

応
じ

て
脱
塩
処

理
し
た

処
理

済
液

は
，
放

射
性

物
質

の
濃

度
が
十

分
低
い
こ

と
を
確

認
し

て
，
復

水
器

冷
却

水
放

水
路

に
放

出

す
る
。

 

な
お
，
放
射

性
物
質

に
よ

る
汚

染
が

ほ
と

ん
ど

な
い
下
着

類
の

ラ
ン

ド
リ

・
ド

レ
ン

廃
液

は
必

要
に

応
じ

，
ラ

ン
ド

リ
・
ド
レ

ン
・
タ
ン

ク
に

収
集

し
，
放

射
性

物
質

の
濃
度

が

十
分
低
い

こ
と
を

確
認

し
て

，
復

水
器

冷
却

水
放

水
路
に

放

出
す
る
場

合
が
あ

る
。

 

ま
た
，
上

着
類
の

洗
濯

は
，
ド

ラ
イ

・
ク

リ
ー

ニ
ン
グ
す

る
場
合
が

あ
る
。

 

   化
学
廃
液

タ
ン
ク

は
，
廃

液
の
中

和
用
に

も
使
用

す
る

。
 

 

（
変
更
な

し
）

 

                  

     ・
２

号
炉

の
ラ

ン
ド

リ
・

ド
レ

ン
系

の
処

理
に

係
る

設
備

の

設
計

を
変

更
し

な
い

こ
と

か
ら

，
本

系
に

係
る

許
可

の
内

容
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

。
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(
5
) 

シ
ャ
ワ

・
ド
レ

ン
系

 

シ
ャ
ワ
・

ド
レ
ン

系
は

，
シ

ャ
ワ

・
ド

レ
ン

・
タ

ン
ク
，

ろ
過
器
，

計
測
制

御
装

置
等

で
構

成
す

る
。

 

手
洗
い
時

等
に
発

生
す

る
シ

ャ
ワ

・
ド

レ
ン

廃
液

は
，
タ

ン
ク
に
収

集
し
，

シ
ャ

ワ
・

ド
レ

ン
系

で
処

理
す

る
。

 

シ
ャ
ワ
・
ド
レ

ン
廃

液
は

，
放

射
性

物
質

の
濃

度
が
十
分

低
い
こ
と

を
確
認

し
て

，
復

水
器

冷
却

水
放

水
路

に
放
出

す

る
。
 

（
項
目
削

除
）

 
・

今
後

，
２

号
炉

か
ら

シ
ャ

ワ
・

ド
レ

ン
廃

液
は

発
生

し
な

い
運

用
と

す
る

こ
と

か
ら

，
１

号
炉

の
シ

ャ
ワ

・
ド

レ
ン

系
の

共
用

を
取

止
め

る
こ

と
に

よ
る

影
響

は
な

い
。
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変
更

前
【

添
付

書
類

九
】

 
変

更
後
【

添
付
書

類
九
】

 
変

更
に

よ
る

影
響

 

4
.

放
射

性
廃
棄

物
処

理

4
.
3 

液
体
廃

棄
物
処

理
 

4
.
3
.1

 
液
体

廃
棄
物

の
発

生
源

 

液
体
廃
棄

物
の
主

な
も

の
は

，
各

建
物

の
機

器
か

ら
の
ド

レ
ン
，
各
建
物

の
床
ド

レ
ン

，
復

水
系

等
脱

塩
器

樹
脂
の

再

生
廃

液
，

保
護

衣
類

等
を

除
染

す
る

際
に

生
じ

る
洗

濯
廃

液
，
手

洗
い
時

に
生

じ
る

廃
液

等
で

あ
る

。
液

体
廃

棄
物
処

理
系
の
放

射
性
物

質
濃

度
等

説
明

図
を

第
4
.3

－
1
図
に
示

す
。
 

(
1
)

機
器
ド

レ
ン
廃

液

機
器
ド
レ

ン
廃
液

は
，
ポ

ン
プ

，
弁

等
各

機
器

か
ら
の

漏

え
い
水

，
サ
ン

プ
ル

ラ
イ

ン
の

排
出

液
等

か
ら

な
り

，
化
学

的
純
度
は

高
く
，
脱

塩
水

に
近

い
が

放
射

能
レ

ベ
ル

は
通

常

高
い
（
約

3
.7
×
1
0
3 B
q
/㎝

3 ）
。
 

こ
れ
ら
は

，
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

機
器

ド
レ

ン
系
（

除

染
係
数
約

1
0
2 ）

で
処

理
す

る
。

 

ろ
過
，
脱
塩
し

た
処

理
済

液
（

約
3
.7
×

1
0
1 B
q
/
cm

3 ）
は

，

復
水
貯
蔵

タ
ン
ク

に
回

収
し

，
再

使
用

す
る

。
 

4
.

放
射

性
廃
棄

物
処
理

4
.
3 

液
体
廃

棄
物
処

理
 

4
.
3
.1

 
液
体

廃
棄
物

の
発
生
源

 

液
体
廃
棄

物
の
主

な
も
の

は
，
各

建
物
の

機
器
か

ら
の
ド

レ
ン
，
各
建
物

の
床
ド

レ
ン

，
復

水
系
等

脱
塩
器

樹
脂
の

再

生
廃
液
，
保

護
衣
類

等
を
除

染
す

る
際
に

生
じ
る

洗
濯
廃

液

等
で
あ
る
。
液
体
廃

棄
物
処

理
系

の
放
射

性
物
質

濃
度
等

説

明
図
を
第

4
.3

－
1
図

に
示
す
。

 

（
変
更
な

し
）

 

21



 

(
2
) 

床
ド
レ

ン
廃
液

 

床
ド
レ
ン

廃
液
は

，
原

子
炉

建
物

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
，
タ

ー
ビ
ン
建

物
，
廃
棄
物

処
理

建
物

等
で

発
生

す
る

。
化

学
的

純
度
は
低

く
，
放
射
能

レ
ベ

ル
は

一
定

で
は

な
い

が
，
比
較

的
低
い
（

約
3
.
7×

10
2 B
q/
c
m
3 ）

。
 

こ
れ
ら
は

，
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

床
ド

レ
ン

・
再
生

廃

液
系

（
除

染
係

数
約

1
03
）

又
は

床
ド

レ
ン

・
化

学
廃

液
系

（
除
染
係

数
約

10
3 ）

で
処

理
す

る
。

 

蒸
留

，
ろ

過
，

脱
塩

し
た

処
理

済
液

（
約

3
.
7×

10
－

1 B
q
/
cm

3 ）
は

，
原
則

と
し

て
再

使
用

す
る

が
，
一

部
環

境
に

放
出
す
る

場
合
も

あ
る

。
 

 

(
3
) 

化
学
廃

液
 

化
学
廃
液

は
，
復
水

系
及

び
液

体
廃

棄
物

処
理

系
脱
塩
器

樹
脂
の
再

生
廃
液

等
か

ら
な

る
。
化

学
的

純
度

は
低
く

，
酸

性
あ
る
い

は
ア
ル

カ
リ

性
で

あ
る

こ
と

が
多

く
，
放

射
能
レ

ベ
ル
は
一

般
に
高

い
（

約
3
.7
×

1
0
3 B
q
/c
m
3 ）

。
 

こ
れ
ら
は

，
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

床
ド

レ
ン

・
再
生

廃

液
系
又
は

床
ド
レ

ン
・

化
学

廃
液

系
で

処
理

す
る

。
 

蒸
留

，
ろ

過
，

脱
塩

し
た

処
理

済
液

（
約

3
.7
B
q/
c
m
3
）

は
，
再
使

用
す
る

が
一

部
環

境
に

放
出

す
る

場
合

も
あ
る
。
 

   

(
2
) 

床
ド
レ

ン
廃
液

 

床
ド
レ
ン

廃
液
は

，
原
子

炉
建
物

，
ド
ラ

イ
ウ
ェ

ル
，
タ

ー
ビ
ン
建

物
，
廃
棄
物

処
理
建
物

等
で
発

生
す
る

。
化

学
的

純
度
は
低

く
，
放
射
能

レ
ベ
ル
は

一
定
で

は
な
い

が
，
比
較

的
低
い
（

約
3
.
7×

10
2 B
q/
c
m
3 ）

。
 

こ
れ
ら
は

，
液

体
廃
棄

物
処
理
系

の
床
ド

レ
ン
・
化
学

廃

液
系
（
除

染
係
数

約
1
0
3 ）

で
処

理
す
る

。
 

 蒸
留

，
ろ

過
，

脱
塩

し
た

処
理

済
液

（
約

3
.
7×

10
－

1 B
q
/
cm

3 ）
は

，
原
則

と
し
て

再
使

用
す
る

が
，
一

部
環

境
に

放
出
す
る

場
合
も

あ
る
。

 

 

(
3
) 

化
学
廃

液
 

化
学
廃
液

は
，
復
水

系
及
び

液
体

廃
棄
物

処
理
系

脱
塩
器

樹
脂
の
再

生
廃
液

等
か
ら

な
る
。
化
学

的
純
度

は
低
く

，
酸

性
あ
る
い

は
ア
ル

カ
リ
性

で
あ
る

こ
と
が

多
く
，
放

射
能

レ

ベ
ル
は
一

般
に
高

い
（
約

3
.7
×

1
0
3 B
q
/c
m
3 ）

。
 

こ
れ
ら
は

，
液

体
廃
棄

物
処
理
系

の
床
ド

レ
ン
・
化
学

廃

液
系
で
処

理
す
る

。
 

蒸
留

，
ろ

過
，

脱
塩

し
た

処
理

済
液

（
約

3
.7
B
q/
c
m3
）

は
，
再
使

用
す
る

が
一
部

環
境
に

放
出
す

る
場
合

も
あ
る

。
 

   

・
２

号
炉

で
発

生
す

る
床

ド
レ

ン
廃

液
は

，
２

号
炉

の
床

ド

レ
ン

・
化

学
廃

液
系

設
備

で
処

理
す

る
た

め
，
１

号
炉

の

床
ド

レ
ン
・
再

生
廃

液
系

の
共

用
を

取
止

め
る

こ
と

に
よ

る
，

液
体

廃
棄

物
の

処
理

能
力

に
影

響
は

な
い

。
 

        ・
２

号
炉

で
発

生
す

る
化

学
廃

液
は

，
２

号
炉

の
床

ド
レ

ン
・

化
学

廃
液

系
設

備
で

処
理

す
る

た
め

，
１

号
炉

の
床

ド
レ

ン
・

再
生

廃
液

系
の

共
用

を
取

止
め

る
こ

と
に

よ

る
，

液
体

廃
棄

物
の

処
理

能
力

に
影

響
は

な
い

。
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(
4
)

ラ
ン
ド

リ
・
ド

レ
ン

廃
液

ラ
ン
ド
リ
・
ド
レ
ン

廃
液

は
保

護
衣

類
等

を
除

染
す
る
際

に
生
じ
る

洗
濯
廃

液
等

で
あ

り
，
化

学
的

純
度

は
低
く

，
放

射
能
レ
ベ

ル
も

低
い

（
約

4
Bq
/c
m
3 ）

。
 

こ
れ
ら
は

，
液

体
廃

棄
物

処
理

系
の

ラ
ン

ド
リ

・
ド
レ

ン

系
（
除
染

係
数
約

1
0
3 ）

で
処

理
す

る
。

 

蒸
留
，
脱

塩
し
た

処
理

済
液

（
約

4×
1
0
－
3 B
q
/c
m
3 ）

は
，

放
射

性
物

質
の

濃
度

が
十

分
低

い
こ

と
を

確
認

し
て

環
境

に
放
出
す

る
。

 

な
お
，
放
射

性
物
質

に
よ

る
汚

染
が

ほ
と

ん
ど

な
い
下
着

類
を
除
染

し
た
ラ

ン
ド

リ
・
ド

レ
ン

廃
液

は
，
放

射
能

レ
ベ

ル
が
低
く
（
約

4×
1
0
－
2 B
q
/c
m
3 ）
，
ろ

過
器

で
処

理
し
た

後
，

放
射

性
物

質
の

濃
度

が
十

分
低

い
こ

と
を

確
認

し
て

環
境

に
放
出
す

る
場
合

が
あ

る
。

 

(
5
)

シ
ャ
ワ

・
ド
レ

ン
廃

液

シ
ャ
ワ
・
ド
レ

ン
廃

液
は

，
手

洗
い

時
に

生
じ

る
廃
液

等

で
あ
り

，
放
射

能
レ

ベ
ル

が
極

め
て

低
く

，
液

体
廃

棄
物
処

理
系
の
シ

ャ
ワ
・

ド
レ

ン
系

で
処

理
す

る
。

 

放
射
性
物

質
の
濃

度
が

十
分

低
い

こ
と

を
確

認
し

た
後
，

ろ
過
器
を

通
し
て

環
境

に
放

出
す

る
。

 

（
変
更
な

し
）

 

（
項
目
削

除
）

 

・
２

号
炉

の
ラ

ン
ド

リ
・

ド
レ

ン
系

の
処

理
に

係
る

設
備

の

設
計

を
変

更
し

な
い

こ
と

か
ら

，
本

系
に

係
る

許
可

の
内

容
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

。

・
今

後
，

２
号

炉
か

ら
シ

ャ
ワ

・
ド

レ
ン

廃
液

は
発

生
し

な

い
運

用
と

す
る

こ
と

か
ら

，
１

号
炉

の
シ

ャ
ワ

・
ド

レ
ン

系
の

共
用

を
取

止
め

る
こ

と
に

よ
る

影
響

は
な

い
。
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（変更前） 

 

 

（変更後） 

 

 

第１図 液体廃棄物処理系系統概要図  
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復水貯蔵タンク 
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機 器 ド レ ン 
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機器ドレン・ 
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（変更前） 

（変更後） 

第２図 液体廃棄物処理系の放射性物質濃度等説明図 
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